
一般会計 (単位：円)

1 ４２，３４７，０２９，１０７

2 ３９，２１０，５７６，５８９

3 ３，１３６，４５２，５１８

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ５７８，４５２，６２０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ５７８，４５２，６２０

5 ２，５５７，９９９，８９８

6 １，３００，０００，０００
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額



国民健康保険特別会計（事業勘定） (単位：円)

1 ９，４９８，０４８，２９４

2 ９，３６８，４４２，４０１

3 １２９，６０５，８９３

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 １２９，６０５，８９３

6 ０
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歳 入 総 額

金 額区 分

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

実 質 収 支 額

翌年度へ繰り越すべき財源4

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額



国民健康保険特別会計（直診勘定） (単位：円)

1 ３６０，１３０，９０５

2 ３３５，４７５，９９３

3 ２４，６５４，９１２

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ２４，６５４，９１２

6 ０
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額



下水道特別会計 (単位：円)

1 ３，３９０，４１４，３７２

2 ３，３６７，９１１，９９０

3 ２２，５０２，３８２

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 １３，９９６，２００

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 １３，９９６，２００

5 ８，５０６，１８２

6 ０
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額



財産区特別会計 (単位：円)

1 １０，３４５，５１１

2 ８，１９３，７０３

3 ２，１５１，８０８

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ２，１５１，８０８

6 ０
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歳 入 総 額

金 額区 分

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

実 質 収 支 額

翌年度へ繰り越すべき財源4

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額



中小企業従業員退職金共済事業特別会計 (単位：円)

1 １２３，９０４，７１０

2 １２３，９０４，７１０

3 ０

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ０

6 ０
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歳 入 総 額

金 額区 分

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

実 質 収 支 額

翌年度へ繰り越すべき財源4

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額



食肉センター事業特別会計 (単位：円)

1 ６５，３８３，３４３

2 ６５，３８３，３４３

3 ０

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ０

6 ０
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歳 入 総 額

金 額区 分

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

実 質 収 支 額

翌年度へ繰り越すべき財源4

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額



農業集落排水事業特別会計 (単位：円)

1 ９０７，８２６，４０６

2 ９３７，３７３，９６６

3 △２９，５４７，５６０

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 １１４，３５２，４４０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 １１４，３５２，４４０

5 △１４３，９００，０００

6 ０

歳入歳出差引歳入不足額 ２９，５４７，５６０円

繰越明許費繰越財源額 １１４，３５２，４４０円

このため翌年度歳入繰上充用金 △１４３，９００，０００円
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額



介護保険事業特別会計 (単位：円)

1 ７，７０３，７０４，１８３

2 ７，３２８，２１３，０１０

3 ３７５，４９１，１７３

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ３７５，４９１，１７３

6 ０
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額



有線放送事業特別会計 (単位：円)

1 ５，２８７，５５９

2 ５，２８７，５５９

3 ０

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ０

6 ０
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歳 入 総 額

金 額区 分

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

実 質 収 支 額

翌年度へ繰り越すべき財源4

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額



後期高齢者医療特別会計 (単位：円)

1 １，０５０，２９５，３７９

2 １，０２７，１５６，６７８

3 ２３，１３８，７０１

(1)継続費逓次繰越額 ０

(2)繰越明許費繰越額 ０

(3)事故繰越し繰越額 ０

計 ０

5 ２３，１３８，７０１

6 ０
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4 翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定
に よ る 基 金 繰 入 額

平成 30 年度  関市  実質収支に関する調書

区 分 金 額

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額


